降誕節第6主日礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年2月1日
「神の子イエス」
創世記1章1節
1:1 初めに、神は天地を創造された。

ルカによる福音書3章22～38節
 3:23 イエスが宣教を始められたときはおよそ三十歳であった。イエスはヨセフの子と思われていた。ヨセフはエリの子、それからさかのぼると、
 3:24 マタト、レビ、メルキ、ヤナイ、ヨセフ、
 3:25 マタティア、アモス、ナウム、エスリ、ナガイ、
 3:26 マハト、マタティア、セメイン、ヨセク、ヨダ、
 3:27 ヨハナン、レサ、ゼルバベル、シャルティエル、ネリ、
 3:28 メルキ、アディ、コサム、エルマダム、エル、
 3:29 ヨシュア、エリエゼル、ヨリム、マタト、レビ、
 3:30 シメオン、ユダ、ヨセフ、ヨナム、エリアキム、
 3:31 メレア、メンナ、マタタ、ナタン、ダビデ、
 3:32 エッサイ、オベド、ボアズ、サラ、ナフション、
 3:33 アミナダブ、アドミン、アルニ、ヘツロン、ペレツ、ユダ、
 3:34 ヤコブ、イサク、アブラハム、テラ、ナホル、
 3:35 セルグ、レウ、ペレグ、エベル、シェラ、
 3:36 カイナム、アルパクシャド、セム、ノア、レメク、
 3:37 メトシェラ、エノク、イエレド、マハラルエル、ケナン、
 3:38 エノシュ、セト、アダム。そして神に至る。

1 　
　　私たち聖書を読んでいますと内容が難しい所とか、今の時代に生きる私たちとどういった関りがあるのだろうか感じてしまうところがあるのも事実だと思います。例えば旧約聖書のレビ記は読むのに中々骨の折れるところの一つだと思います。律法の細かい規定がたくさん記されていて、こういったところを解説なしに読み進めるのはなかなか大変です。
　今日の新約聖書のイエス様の系図もなかなか読み進めるのに苦労をする箇所の一つだと思います。イエス様の系図と言えば新約聖書の最初のマタイによる福音書1章が有名です。聖書を読もうと意気込んで新約聖書のマタイによる福音書の1章から読んで、カタカナの名前ばかりが記されていて、読むのを途中であきらめてしまったというのはよく聞く話です。
このルカによる福音書にもイエス様の系図が記されています。ルカによる福音書は物語の冒頭ではなくて、イエス様が洗礼者ヨハネから洗礼を受けられたすぐ後に系図が記されています。今日の系図を読み飛ばして4章の悪魔からの誘惑に読み進めたいと思われる方もおられるでしょうが、やはりここにも大切なメッセージが込められているのです。この系図を通して神様が私たちに伝えたいメッセージがあるのです。共に御言葉に耳を傾けていきたいと思います。

2 　
　23節には「イエスが宣教を始められたときはおよそ三十歳であった。イエスはヨセフの子と思われていた。ヨセフはエリの子、それからさかのぼると、」と記されています。イエス様が洗礼者ヨハネから洗礼を受けられて、神の国の福音を宣べ伝える宣教・伝道の業を始められた、いわゆる公生涯を始められたのがおよそ30歳であることが記されています。そしてルカは「イエスはヨセフの子と思われていた。」と記します。イエスはヨセフの子、とは記さない、ヨセフの子と思われていたと記します。
　この当時イエス様は大工ヨセフの子と思われていたのです。今日のすぐ後にイエス様がナザレの会堂で聖書について話をしたところ、人々は驚いて「この人はヨセフの子ではないか。」と言ったのです（4：22）。これは大工であるヨセフの子どもがこんなに聖書の知識があるはずがないという軽蔑の言葉でもあるのです。「大工ヨセフの子に過ぎないのになんでだ」というわけです。人々はヨセフの子だと思っていた。それは確かに事実なのです。人々はヨセフの子だと思っていただけで、実際はそうではないことはルカは百も承知です。ルカがここで言いたいのは「イエスはヨセフの子ではない」ということではありません。ルカは系図を遡らせたいのです。血縁においてはヨセフの子ではないけれども、人々がヨセフの子と思っているということは紛れもない事実です。そのヨセフの子と思われているイエス、人々からイエスの父だと思われているヨセフは誰の子かというとエリの子なのです。そのエリはマタトの子、レビ・・・とどうしても遡らせたいのです。
　そのどうしても遡らせたい理由が38節に記されています。「エノシュ、セト、アダム。そして神に至る。」「そして神に至る」これは神に至る系図なのです。神様から始まる系図と言っていいでしょう。ルカは神様から始める系図を書きたいのです。
　皆さんの中にご自身の家族の系図をお持ちの方がおられると思います。私も父が系図が好きで生前自分で作っていました。父が亡くなってから遺品の中から「西家家系図」が出てきて、知らないご先祖様の名前がたくさん書いてありました。そして、父の名前の下の欄に、私の名前も書いてあったと思います。その系図って法的な証明にはならないと思いますが、やはり系図の中に自分の名前があると自分は西家に生まれてきた人間だなと思います。
　イエス様の系図は神様から始まります。さかのぼって神様から始まった系図はイエス様に繋がるのです。ですからルカは神様とイエス様が系図で繋がっていることを証明したいのです。それは何よりも、イエス様が「神の子」であることを系図で証明したいのです。
　洗礼者ヨハネから洗礼を受けて祈っておられたイエス様に神様は「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」と天から呼びかけてくださいました。「あなたは私の愛する子」イエス様は神様に愛されている神の子であるのです。そのことをルカは神様の言葉と共に系図でも明らかにしたいのです。「神の子イエス」ということをこの聖書を読む読者に、そして私たちにはっきり示したいのです。イエスは神の子であることを。
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　　では、なぜそこまでしてイエス様が神の子であることをはっきり示したいのでしょうか。それは、それこそが神様の愛の神髄だからです。救いの神髄だからです。福音の神髄だからです。
　ヨハネの手紙Ⅰ4：9～10にこのように記されています（445頁）。
「神は、独り子を世にお遣わしになりました。その方によって、わたしたちが生きるようになるためです。ここに、神の愛がわたしたちの内に示されました。
 　わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとして、御子をお遣わしになりました。ここに愛があります。」
　神様が大切な独り子である、神の子イエス様を私たちの住むこの世界にお遣わしくださったのです。それは神の子イエス様が私たちの罪を償ういけにえとして十字架につけるためです。そのイエス様の十字架の死をこの私の罪を赦して下さるためだと信じて受け入れた私たちは永遠の命に生きるように導かれているのです。それが神の愛なのです。私たちが神様を愛したのではないのです。私たちは神様から離れて好き勝手に生きて多くの罪を犯して神様を悲しませています。そんな私たちをなお愛して下さり、神の子イエス様を十字架に掛けてまで愛して下さる神の愛、その「神は愛なり」が聖書に記されているのです。
　もし、十字架に掛けられて殺されたのが神の子ではなくて、何か重大な犯罪を犯した人間であったらどうだったでしょう。その人が十字架で殺されても、それはその人の罪の償いにしかなりません。私たちの罪とは何の関係もないのです。私たちの罪の償いのためにはどうしても神の子イエス様が十字架に付けられなければならなかったのです。「神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとして、御子をお遣わしになりました。ここに愛があります。」イエス様が神の子である、神様が愛する我が子を十字架に付けてくださった。そこに私たちをどこまでも愛して下さる神様の愛があるのです。「神の子イエス」それは私たちを愛して下さっている神の愛の証明なのです。ですから、ルカはイエス様の系図によってイエス様が神の子であることを証明することで神様の愛を証明しているのです。私たちを愛して下さっている神様の愛をここではっきりと表しているのです。

4 
　　そして、「神の子イエス」の系図はもう一つの大切なことを表わしています。それは、神の子イエスを信じる私たちもまた信仰によって神の子とされるということです。何か遠い昔の出来事ではなくて、今の私たちの出来事なのです。聖書を読む私たちに語りかけられている愛の出来事なのです。
ガラテヤの信徒への手紙3：26～27にこのような言葉があります（346頁）。
　「あなたがたは皆、信仰により、キリスト・イエスに結ばれて神の子なのです。
　　洗礼を受けてキリストに結ばれたあなたがたは皆、キリストを着ているからです。」
　私たちが神様の愛を信じて、イエス・キリストの十字架の死と復活がこの罪深い私の罪を贖うためであり、この私を永遠の命の道に導いて下さっている、そのことを信じて受け入れた私たちは「イエスは主なり」と告白して洗礼を受けます。私たちは信仰によって洗礼を受けることでキリストを着るのです。キリストを着てキリストの内に包まれてキリストと共に歩む私たちを神様は神の子としてくださるというのです。神の子なんてとんでもない、こんな罪深く汚れた私が神の子なんておこがましいと思うかもしれませんが、そんなのは神様には関係ないのです。神の子イエス様の十字架と復活を信じて洗礼を受ける、キリストを着る、もうそれで私たちは神の子としていただけるのです。もちろんそこにはユダヤ人も異邦人も関係ありません。なに人であろうが、裕福であろうが、貧しかろうが、健康であろうが病人であろうが、若者であろうが高齢者であろうが、神様は分け隔てなさいません。誰であろうがイエス様を信じることで私たちは神の子とされるのです。それは、私たちもまた信仰によってこのイエス様の系図に書き記されるということです。神様の手元にある系図に私たちの名前も記されているのです。
　イエス様の系図って一見すると名前の羅列で私たちには関係のないように思ってしまうかもしれません。しかし、神様から始まるイエス様の系図には「神の子イエス」様が十字架に掛かってくださることの証し、さらにはそのイエス様の十字架と復活を信じる信仰によって私たちもが「神の子」としていただけて、神様の手元にある系図に私たちの名前も記されているのという大きな恵みが記されているのです。
それは私たちが神の子としていただいて満足して終わりではなくて、やはり救われて神の子としていただいている神様の大きな愛を宣べ伝えて証しをしていくことが大切だと思います。「イエスが宣教を始められた」この言葉って大事だと思います。神の子として福音の伝道に励まれて、一人でも多くの人が救われて神の子としていただけるように神様の愛を宣べ伝えられたのです。弱き者、貧しき者、小さき者、悩み苦しむ者に神様の愛を宣べ伝えてくださったのです。私たちもまた私たちを愛して下さっている神様の愛を救われた喜びを持って宣べ伝え、愛の業に励んでいきたいと思います。共に歩んで下さるイエス様に信頼して、一人でも多くの人が教会に導かれて救いへと導かれるように、そして共に聖餐の恵みにあずかれるように神様の愛を宣べ伝えていきたいと思います。
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